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１．はじめに 

 
 日本紅斑熱は 1984 年に徳島県で確認されて以来、南西

日本を中心に発生し 1-3)、2008～2012 年の全国における患

者報告数は、130、120、130、180、170 例と増加し 4)、

一昨年来は 200 台にあると聞く。そういう中で、日本海側

をみれば従来から島根県の島根半島の西部で多発してい

たものが 5)、2007 年からは鳥取県東部で発生が確認され

るようになり 6)、昨年は兵庫県北部でも初めて患者が確認

された 7-8)。そして福井県では、2004 年に我国初ともなる

欧州型紅斑熱の Rickettsia helvetica 感染例が確認された

ため 9-10)、媒介マダニ種の分布および当該病原体の保有状

況の調査を、2005～2007 年に本県北部の山間部を中心に

行ない、媒介種はヒトツトゲマダニ Ixodes monospinosus、
保有病原体は R. helvetica であると判明している 11-12)。 
 そういう状況下、2014 年 9 月中旬に二州健康福祉セン

ター管内で本県初となる日本紅斑熱の感染が見出された。

患者の概況は別報のとおりで 8)、希少例ゆえ診断が遅れて

重症化したものの救命はし得て、抗体検査で R. japonica
感染と判定された。時を移さず発生地区で試行したマダニ

調査では本病の一般的媒介種となるチマダニ類が優占的

に生息することを確認した。今回は、この発生地区に周辺

地域も加えて広くマダニの分布を調べるとともに、それら

のマダニから紅斑熱群リケッチア（spotted fever group 
rickettsiae：SFGR）の分離を試行したので報告する。 

 
２．材料および方法 

 
２．１ 材料 
２．１．１ 調査期間および調査地域 

2014 年 10～11 月（以下、秋季）に嶺南の患者発生地区

で 3 回、および周辺（若狭湾岸の 4 市町の計 5 地区）で各

1 回、2015 年 3 月（以下、春季）に患者発生地区で 2 回

および周辺の 1 地区で 1 回採集した。いずれの地区も海岸

から約 100m～1.5km（標高数 m～100m ほど）にあり、

普通の里山麓の小道で類似した環境であった。 
２．１．２ 材料 

フランネル法により植生上から採集したマダニ 910 個

体を成書を参考に分類同定した上で 13-14)、現発生地区の秋

季採集分 253 個中の 159 個体、また春季採集分 360 個体

中の 325 個体、さらに周辺の秋季採集分 260 個中の 114
個体と春季採集分 37 個体のすべて、以上合計 635 個体を

生菌分離に供した。 
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２．２ 方法 
２．２．１ マダニからの SFGR 生菌分離 

マダニからの SFGR の分離は、既報 15)のとおり実施し 
た。マダニ表面を 0.01％イソジン加 70％エタノールで消

毒後、1％牛胎児血清加 0.01M PBS（pH7.2）で 5 分間洗

浄した。その後、SPG（sucrose phosphate glutamate）
で乳剤とした各内臓をL929細胞で培養し2～4週間観察し

た。 
２．２．２ 分離株の同定 

 単クローン抗体（Rickettsia japonica 種特異的 C3、お

よび紅斑熱群特異的 S3、X1、F8）16) に対する反応性を調

べ、遺伝子シーケンス前段階の同定の目安とした。 
 

３．結果 
 
３．１ 採集されたマダニ種 
３．１．１ 秋季のマダニ種 

採集できたマダニは、発生地ではチマダニ属のヤマアラ

シチマダニ Haemaphisalis hystricis、フタトゲチマダニ

Haemaphysalis longicornis、キチマダニ Haemaphysalis 
flava、タカサゴチマダニ Haemaphysalis formosensis、
オオトゲチマダニHaemaphysalis megaspinosaおよびヒ

ゲナガチマダニ Haemaphysalis kitaokai の他に、タイワ

ンカクマダニ Dermacentor taiwanensis、タカサゴキララ

マダニ Amblyomma testudinarium およびアカコッコマ

ダニ Ixodes turdusの 4属 9種の 253個体であった（表 1）。
幼若虫が 98.0％を占め、成虫はキチマダニ 3 個体およびヒ

ゲナガチマダニ 2 個体のみで、幼虫および若虫で最も多か

ったのは、それぞれオオトゲチマダニおよびキチマダニで

あった。また、ヤマアラシチマダニは若虫１個体および幼

虫 14 個体、およびフタトゲチマダニは幼虫 12 個体であっ

た。周辺ではヤマアラシチマダニ、フタトゲチマダニ、キ

チマダニ、タカサゴチマダニ、オオトゲチマダニ、ヒゲナ

ガチマダニおよびタカサゴキララマダニの 2 属 7 種の 260
個体であった。幼若虫が 82.3％を占め、成虫は、キチマダ

ニ 11 個体、オオトゲチマダニ 4 個体およびヒゲナガチマ

ダニ 31 個体のみで、幼虫および若虫で最も多かったのは、

それぞれオオトゲチマダニおよびキチマダニであった。な

お、ヤマアラシチマダニは採集されなかった。 
３．１．２ 春季のマダニ種  

発生地では 4 属 9 種の 360 個体採集できた（表 1）。幼 
若虫が 89.2％を占め、成虫はキチマダニ 13 個体およびヒ

ゲナガチマダニ 26 個体のみで、幼虫および若虫で最も多

かったのは、それぞれタイワンカクマダニおよびキチマダ 
ニであった。ヤマアラシチマダニは若虫 3 個体および幼虫

19個体、およびフタトゲチマダニは幼虫 12個体であった。 
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Io It Dt At
♀ ♂ N L N L N L ♀ ♂ N L ♀ ♂ N L ♀ L L N

秋季 1 2 85 5 13 22 1 7 1 2 4 10 5 1
春季 8 5 164 27 4 2 12 12 10 12 2 59* 8*
秋季 1 7 61 1 1 2 9 1 3 25 2 1
春季 3 2 23 2 2 1 2 1 1

*各1個体からSFGRを分離、　N：若虫、L；幼虫、Hf；キチマダニ、Hfo；タカサゴチマダニ、Hｈ；ヤマアラシチマダニ

Hk；ヒゲナガチマダニ、Hl；フタトゲチマダニ、Hm；オオトゲチマダニ、Io；ヤマトマダニ、It；アカコッコマダニ

Dt；タイワンカクマダニ、At；タカサゴキララマダニ

Hm

発生地

周辺

表２　日本紅斑熱患者発生地および周辺のマダニにおけるリケッチア分離個体数

採集地
採集
時季

Hf Hfo Hh Hk Hl

 
 
周辺では秋季に採集できなかったヤマトマダニ Ixodes 
ovatus成虫も僅少得られて計3属5種の37個体であった。 
 
３．２ SFGR 分離状況＆単クローン抗体の反応性  
リケッチア分離に供したのは、秋季と春季を合わせると

発生地ではキチマダニ幼若成虫 270 個体、タカサゴチマダ

ニ幼若虫 66 個体、タイワンカクマダニ幼虫 59 個体、ヤマ

アラシチマダニ幼若虫 22 個体およびフタトゲチマダニ幼

若虫 14 個体など計 484 個体、また周辺ではキチマダニ幼

若成虫 97 個体、オオトゲチマダニ幼若成虫 33 個体、ヒゲ

ナガチマダニ成虫 15 個体、フタトゲチマダニおよびヤマ

アラシチマダニの各 1 個体など計 151 個体であった（表 2）。 
リケッチアが分離できたのは、いずれも発生地の春季の

個体で、タイワンカクマダニ幼虫 59 個体中 1 個体（株名

を Dt-2 とする）およびタカサゴキララマダニ若虫 8 個体

中１個体（株名を At-102）であった。そのうち、Dt-2 は

4 種類の単クローン抗体全てに陽性であったことから、

Rickettsia japonica と推定された。また、At-102 は過去

の西日本におけるタカサゴキララマダニ由来株の例から

Rickettsia tamurae と推定された。 
 

４．考察 
 

2005～2007 年の県内における SFGR の調査 11-12)では、

主に標高 300～1,600m の山間部を中心調査したこともあ

ったためか、県内の 4 地点のヒトツトゲマダニから R. 
helvetica、および嶺南地区のフタトゲチマダニから R. 
japonica の近縁種とされる R. sp. Lon type などが分離さ

れたものの、R. japonica は分離されていなかった。 
今回は、患者をみていない周辺に比べマダニ生息数が多

い傾向をみる患者発生地区のタイワンカクマダニ幼虫か

ら R. japonica と推定される株が生菌分離された。周辺に

生息するマダニは秋季には種類が少ない傾向が、春季は生

息数が低い傾向がみえて分離もなかった。ただ、過去に

R. japonica が分離されて日本紅斑熱の媒介種と言われる

ヤマアラシチマダニ、フタトゲチマダニおよびキチマダニ

の 3 種からは分離できなかった 17-18)。ちなみに、熊本県上

天草地区ではヤマアラシチマダニ 196 個体中 2 個体から

R. japonica が分離されている 19)。R. japonica 遺伝子は島

根半島ではフタトゲチマダニ 585 個体中 16 個体およびヤ

マトマダニ 215 個体中 2 個体 6. 20)、和歌山県岩出市のヤマ

アラシチマダニ 44 個体中 1 個体 21)、鹿児島県大隅半島で

はタカサゴキララマダニ、ヤマアラシチマダニおよびフタ

トゲチマダニから検出されている 22-23)。 
今回の調査地域は標高が低く、嶺南地区の海岸に近かっ

ためか、2005～2007 年に採集できなかったヤマアラシチ

マダニおよびタカサゴチマダニが新たに採集できたが、三

重県志摩半島において R. japonica 遺伝子が検出されて媒

介の可能性は言われるツノチマダニ Haemaphysalis 
cornigera は採集されなかった 3)。 
 一方、タカサゴキララマダニ由来株は藤田ら 17)および

Motoi et al 24)の報告により R. tamurae と推定され、この

リケッチア感染例は島根県で 1 例報告 25)されている。本種

は卵を除く発育全期でヒト嗜好性が強い種類であること

から注意が必要である 17)。 
今回は、西日本においで有力媒介種とされるヤマアラシ

チマダニおよびフタトゲチマダニの採集数は少なかった

ため、分離供試数もいささか少なかった。今後は、それら

媒介有力種の生息地区を探査しつつ、年間を通した調査な

どで、患者発生地区の疫学的意義を非発生地区と比較して

ゆきたい。 
ちなみに、昨年は福井県と同じ日本海側として兵庫県北

部および新潟県中越地区 7-8)、一方で、国立感染症研究所

からの情報では内陸の栃木県那須塩原市でそれぞれ初の

日本紅斑熱患者が発生している。この理由のひとつとして

考えられるのは、熊本県上天草におけるヤマアラシチマダ

Io It Dt At
♀ ♂ N L N L N L ♀ ♂ N L ♀ ♂ N L ♀ L L N

秋季 1 2 104 11 15 25 1 14 2 12 11 31 18 4 2
春季 8 5 169 28 5 3 19 14 12 12 6 2 69 8
秋季 3 8 72 1 1 19 12 23 1 3 43 73 1
春季 3 2 23 2 2 1 2 1 1

　N：若虫、L；幼虫、　Hf；キチマダニ、Hfo；タカサゴチマダニ、Hｈ；ヤマアラシチマダニ、Hk；ヒゲナガチマダニ

　Hl；フタトゲチマダニ、Hm；オオトゲチマダニ、Io；ヤマトマダニ、It；アカコッコマダニ、Dt；タイワンカクマダニ

　At；タカサゴキララマダニ

発生地

周辺

表１　日本紅斑熱患者発生地および周辺におけるマダニ分布相

採集地
採集

時季

Hf Hfo Hh Hk Hl Hm
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ニおよびタカサゴチマダニからの R. japonica 遺伝子の検

出 19)、また島根半島におけるフタトゲチマダニとニホンジ

カの密接な関係など言われるが 20)、福井県でもこれらの野

生動物の繁殖と生息域拡大の影響を受けている可能性も

あり、今後の調査を待ちたい。 
 

５．まとめ 
 
2014 年 10～11 月および 2015 年 3 月に、日本紅斑熱発

生地区と周辺にてマダニを採集して SFGR の分離を試み

た。その結果、10～11 月は患者発生地で 4 属 9 種の 253
個体、周辺では 2 属 7 種 260 個体のマダニが採集でき、3
月は発生地で 4 属 9 種類 360 個体、周辺は 3 属 5 種 37 個

体のマダニが採集でき、計4属10種の910個体であった。 
SFGR の分離は計 4 属 10 種 635 個体について試みたと

ころ、北陸で初めてタイワンカクマダニおよびタカサゴキ

ララマダニ各 1 個体から SFGR が分離でき、前者は R. 
japonica、後者は R. tamurae と推定された。 
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